
6
月
20
日
、
根
室
市
議
会
6
月
定
例
月
議
会
で
、

橋
本
竜
一
と
鈴
木
一
彦
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
な
ど
市
政
課
題
を
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
要
約
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

大規模な発電施設の建設等に規制を
根室市議会6月定例月議会 一般質問

【
橋
本

竜
一

】
一
般
質
問

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

（
質
問
）
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

市
町
村
が
協
力
し
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
・
フ
レ
イ
ル
予
防
に
努
め
る
新
し
い
制

度
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
市
長
）
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
医

療
専
門
職
の
配
置
や
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
分
析
な
ど
課
題
を
整
理
し
、
来
年
度

の
事
業
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

（
質
問
）
今
年
度
か
ら
実
施
し
た
新
た
な

事
業
者
が
6
月
末
で
終
了
に
な
る
。
要
介

護
者
や
障
害
者
が
在
宅
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

市
と
し
て
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

（
市
長
）
当
該
事
業
所
の
職
員
の
離
職
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
で
あ
り
、
一

日
も
早
い
再
開
に
向
け
て
取
り
組
む
。
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看
護
職
等
の
人
材
確
保
に
向
け
て

（
質
問
）
看
護
職
へ
の
奨
励
金
制
度
に
つ
い

て
、
介
護
事
業
所
と
医
療
機
関
で
差
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
児
童
保
育
施
設
等
や
障

が
い
福
祉
施
設
の
職
員
へ
の
対
応
を
ど
う

す
る
か
？

（
市
長
）
市
内
の
人
材
確
保
の
状
況
を
見

据
え
各
協
議
会
や
事
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
、
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

教
員
確
保
等
で
国
に
求
め
る
こ
と

（
教
育
長
）
質
の
高
い
教
員
が
効
果
的
な

教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
教
員

が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
す
る
た
め
の
施
策
積
極
的
に
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
定
数
の
改

善
や
学
級
編
成
基
準
の
緩
和
、
給
特
法

の
見
直
し
に
よ
る
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
や
地
域
人
材
の
拡
充

な
ど
が
必
要
で
、
引
き
続
き
国
に
要
望

し
て
い
く
。

市
内
の
小
・
中
学
校
等
の
働
き
方
改
革

改
革
の
成
果
は
？

（
教
育
長
）
教
員
の
時
間
外
在
校
等
時

間
に
つ
い
て
、
着
実
な
推
進
が
図
ら
れ

た
が
、
一
方
で
約
半
数
の
教
職
員
が
年

間
を
通
じ
た
目
標
を
実
現
で
き
て
い
な

い
。
引
き
続
き
業
務
の
平
準
化
な
ど
時

間
外
勤
務
の
縮
減
に
取
り
組
む
。

（
再
質
問
）
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
が
７
月
末
で
任
用
終
了
に
な
る

が
、
そ
の
後
の
市
教
委
の
対
応
は
？

（
教
育
部
長
）７
月
で
終
了
と
な
る
５
名

の
う
ち
2
名
は
特
別
支
援
教
育
支
援
員

と
し
て
同
じ
学
校
で
勤
務
。
残
る
3
名

も
働
く
環
境
の
確
保
・継
続
が
出
来
る
よ

う
努
め
る
。

（
再
質
問
）
市
独
自
に
配
置
す
る
こ
と

な
ど
さ
ら
な
る
対
応
が
必
要
で
は
？

（
教
育
部
長
）
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
（
何
の
職
種
を
配
置
す
る
こ
と
が

有
効
な
の
か
）
、
そ
の
優
先
度
を
各
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
外
部
人
材
の
活
用
を

検
討
し
、
ま
た
国
・
道
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
い
く
。

【
鈴
木

一
彦

】
一
般
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
課
題
は

（
質
問
）
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
自
治
体
間
の

格
差
が
拡
大
し
、
高
所
得
者
に
有
利
な
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
や
大
都
市
圏
が
返
礼
品
競
争
に
参

入
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、
最
近
の
情
勢
に
対
す

る
認
識
と
根
室
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

（市
長
）
様
々
な
意
見
は
あ
る
が
、
都
市
と
地
方

の
格
差
で
地
方
に
届
か
な
か
っ
た
税
が
、
一
部

で
も
地
方
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
大
き

い
。
地
方
の
分
化
や
食
を
通
じ
て
生
産
者
に
光

が
あ
た
る
貴
重
な
制
度
で
も
あ
り
、
制
度
の
健

全
な
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
規
模
な
発
電
施
設
等
に
規
制
が
必
要
で
は

（
質
問
）
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
欠
か
せ
な
い
が
、
根
室
の
自

然
や
景
観
は
未
来
に
引
き
継
ぐ
べ
き
財
産
で
あ

り
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
市
長
）
こ
れ
ま
で
の
議
会
議
論
や
市
民
団
体

か
ら
の
要
望
を
ふ
ま
え
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

建
設
に
関
す
る
指
導
要
領
の
策
定
と
風
力
発

電
施
設
の
建
設
に
関
す
る
指
導
要
領
の
改
訂

を
６
月
中
に
実
施
す
る
予
定
。

（
質
問
）
（
訪
問
入
浴
の
維

持
に
向
け
て
）
市
が
こ
れ
ま

で
検
討
し
て
き
た
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

（
市
民
生
活
部
長
）
以
前

の
よ
う
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
を
利
用
し
た
「
通
所

型
入
浴
サ
ー
ビ
ス
」
等
も

検
討
し
た
が
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
他
の
利
用
者
に
影

響
が
あ
る
な
ど
実
現
が

難
し
い
。
現
在
は
市
外
の

事
業
者
に
声
掛
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

目
処
が
た
っ
て
い
な
い
。

市
民
な
ど
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
際
の
支
援
に
つ
い
て

（質
問
）市
民
な
ど
が
小
型
の
太
陽
パ
ネ
ル
等
を

設
置
す
る
こ
と
に
市
が
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
な
が
る
。

（
市
長
）
市
民
と
企
業
が
取
り
組
む
活
動
や
施

策
へ
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
、
後
押
し
す

る
支
援
制
度
の
創
設
は
重
要
。
今
年
度
か
ら
策

定
作
業
を
進
め
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実

行
計
画
（区
域
施
策
編
）
」の
中
で
検
討
す
る
。

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
を

（
質
問
）
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
根
室
市
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
「
太
陽
光
を
中
心
と
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
を
誘
致
す
る
」

と
し
て
い
る
。
策
定
当
初
と
現
在
で
は
情
勢
が

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

（
水
産
経
済
部
長
）
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実

行
計
画
と
一
体
の
事
業
推
進
に
な
る
た
め
、
そ

の
策
定
作
業
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
見
直
し
に
つ
い
て
整
理
で
き
る
の
か
ど
う
か

含
め
、
検
討
し
た
い
。

人口減少と高齢化のなか市内の
福祉団体なども活動が大変に・・・

5
月
30
日
に
、
根
室
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
の
「
令
和
5
年
度

定
期
総
会
」
が
根

室
市
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、
会
員
9
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
近
年
は
年
間
に
予
定
し
て
い

た
活
動
が
思
う
よ
う
に
取
り
組
め
な
い
状

況
で
し
た
が
、
新
年
度
は
療
育
旅
行
な
ど

の
諸
行
事
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く

方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
合
わ

せ
て
根
室
警
察
署
の
方
が
「特
殊
詐
欺
」に

つ
い
て
注
意
喚
起
の
講
話
を
行
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
根
室
市
か
ら
の
派
遣
で
手

話
通
訳
の
方
も
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
根
室
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

は
歴
史
あ
る
団
体
で
過
去
に
は
１
０
０
名

を
超
え
る
会
員
さ
ん
が
在
籍
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
や
は
り
近
年
は
高
齢
で
亡
く

な
る
方
な
ど
、
現
在
の
会
員
数
は
24
名
と

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
は
新
規
会
員

の
加
入
促
進
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
個

人
情
報
保
護
の
問
題
等
も
あ
り
、
新
し
い

方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
変
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
将
来
的

に
活
動
を
維
持
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
変
に
難
し
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
市
内
の
他
の
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
中
、
市
民
が

主
役
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

う
す
す
め
る
の
か
大
き
な
課
題
で
す
。

北
海
道
や
根
室
市
行
政
、
ま
た
他
の
福

祉
等
の
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
新
た

な
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
か
な
け
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
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